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移
住
に
関
す
る
相
談
件
数
は

平
成
28

年
度
に
は
延
べ
３
６
４

件
あ
り
、
13

世
帯
32

人
が
伊
賀

市
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

29

年
度
に
は
延
べ
相
談
件
数
が

６
８
２
件
と
な
り
、
29
世
帯
51
人

が
伊
賀
市
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
省
と
三
重
県
の
調
べ
に

よ
る
と
、
平
成
28

年
度
の
県
内

各
市
町
の
移
住
相
談
件
数
の
合

計
は
１
５
０
８
件
あ
り
、
こ
の

う
ち
３
６
４
件
が
伊
賀
市
へ
の

相
談
で
、
県
全
体
の
約
24

％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
重
県
の
調
べ
に
よ

る
と
、
平
成
29

年
度
に
県
と
市

町
の
移
住
支
援
施
策
を
利
用
し

て
、
県
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
人

は
、
伊
賀
市
が
県
内
で
最
多
で

し
た
。

　

今
後
も
市
へ
の
移
住
の
Ｐ
Ｒ

と
丁
寧
な
移
住
相
談
を
行
う
と

と
も
に
、
移
住
し
た
人
が
地
域

に
溶
け
込
み
、
活
躍
す
る
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談

者
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
を
迎

え
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
増
員
し
２
人

体
制
と
し
ま
し
た
。

　

「
来
た
い
・
住
み
た
い
・
住
み

続
け
た
い
〝
伊
賀
市
〟」
の
実
現

に
向
け
、
さ
ら
に
市
全
体
で
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

相談件数推移

移住者（世帯・人数）推移

＊
移
住
者
数
：
行
政
の
相
談
窓
口
を

利
用
し
て
移
住
し
た
人
数

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る

相
談

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
で

の
移
住
相
談
会

移
住
体
験
セ
ミ
ナ
ー

移
住
者
交
流
会

主
な
取
り
組
み
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市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
「
移

住
・
交
流
」
を
重
点
施
策
と
位
置
づ

け
、
県
内
初
と
な
る
専
門
部
署
を
設

置
し
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

 
移
住
・
交
流
の

取
り

組
み

～
移
住
者
数
県
内
１
位
を
達
成
し
ま
し
た
～
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○
中
出
さ
ん
の
強
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

私
は
京
都
の
美
術
大
学
卒
業

後
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
仕
事

や
小
学
校
の
美
術
講
師
を
経
て
、

出
産
・
子
育
て
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
伊
賀
へ
帰
郷
し
、
そ
の
後
、

夫
と
二
人
で
洋
菓
子
店
を
開
業

し
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
が
都
市
部
か
ら
の

Ｕ
タ
ー
ン
者
な
の
で
、
相
談
者

さ
ん
の
気
持
ち
に
は
共
感
す
る

部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。
起
業

や
子
育
て
な
ど
も
含
め
て
、
自

分
の
経
験
が
参
考
に
な
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
を

生
か
し
て
チ
ラ
シ
や
冊
子
を
作

成
し
、
視
覚
的
に
伊
賀
市
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

覚
え
る
こ
と
が
多
く
大
変
で

す
が
、
経
験
が
浅
い
分
、
相
談

者
さ
ん
と
同
じ
目
線
で
対
応
で

き
る
こ
と
が
自
分
の
強
み
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

○
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
役

割
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

住
ま
い
や
仕
事
、
子
育
て
、

自
治
会
と
の
繋
ぎ
役
な
ど
、
移

住
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移

住
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で

は
な
く
、
移
住
後
の
不
安
解
消

も
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

伊
賀
市
で
は
移
住
者
同
士
の
交

流
会
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
が
悩
み
ご
と
の
解
決
や
、
伊
賀

暮
ら
し
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
を
得
る

機
会
と
し
て
好
評
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

○
ど
の
よ
う
な
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
め
ざ
し
ま
す
か

　

移
住
は
そ
の
人
の
人
生
を
左

右
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
そ

の
人
に
適
し
た
生
活
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
よ
り
よ
い
伊

賀
暮
ら
し
を
提
案
で
き
る
よ
う

な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
り
た

い
で
す
。

○
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
側
に

な
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
言

お
願
い
し
ま
す

　

も
し
、
身
近
に
移
住
し
て
き

た
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
な
ら
、

ま
ず
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
一
言
は
、
互
い
に
大
き
な
意

味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

　

移
住
者
さ
ん
は
、
地
域
で
の

繋
が
り
や
安
心
を
得
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
し
、
す
で
に
伊

賀
市
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
こ

れ
ま
で
当
た
り
前
す
ぎ
て
意
識

し
な
か
っ
た
、
移
住
者
が
楽
し

む
「
伊
賀
市
の
魅
力
」
を
再
発

見
す
る
機
会
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

互
い
に
刺
激
を
受
け
合
い
な

が
ら
、伊
賀
暮
ら
し
を
楽
し
む
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
素
敵
で
す
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
地
域
づ
く
り
推
進
課

　

☎
22
・
９
６
８
０

　

ＦＡＡ
22
・
９
６
９
４　

中
出
充
佳
移
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
に
日
頃
の
業
務
や

抱
負
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。▲中出　充佳

◀
岡
本
市
長
も
伊
賀
市
へ
の
移
住
を

Ｐ
Ｒ
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～
あ
な
た
自
身
や
家
族
の
将
来
を
支
え
る
た
め
に
～

 
介
護
保
険
制
度

　

介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

一
定
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

市
町
村
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
指
定

さ
れ
た
事
業
者
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
か
ら

　
　
　

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

財
源
の
負
担
割
合
が
65
歳
以
上
の
人
は

23
％
、
40
～
64
歳
の
人
は
27
％
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る

介
護
給
付
費
な
ど
を
推
計
し
た
上
で
、
平

成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
保
険
料
を
見
直

し
ま
し
た
。
介
護
保
険
料
の
所
得
指
標
で

あ
る
合
計
所
得
金
額
は
、「
長
期
譲
渡
所

得
及
び
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
特
別
控
除

額
」
を
控
除
し
た
額
を
用
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
納
め
方

　

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
の
納
付
は
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
が
基
本
で
す
が
、

特
別
徴
収
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
（
普
通

徴
収
）
と
な
り
ま
す
。
特
別
徴
収
が
で
き

る
人
は
普
通
徴
収
で
納
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

《
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
》

○
老
齢
・
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
が
年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５
，

０
０
０
円
）
未
満
の
人

○
65
歳
に
な
っ
た
直
後
の
人

○
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
直
後
の
人

○
年
度
当
初
（
４
月
１
日
現
在
）
で
年
金

を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人

○
年
度
途
中
に
保
険
料
の
所
得
段
階
が
変

更
に
な
っ
た
人

○
年
金
を
担
保
に
し
て
資
金
の
貸
付
を
受

け
た
人　

な
ど

■
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

７
月
13
日
㈮
に
、
65
歳
以
上
の
人
へ
平

成
30
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。
今
回
お
届
け
す
る
通
知
書
の

保
険
料
額
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
額
や

年
金
収
入
額
と
、
本
人
や
同
じ
世
帯
の
人

の
市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
算
定
し

て
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新

受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

　

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
間
は
７
月
31

日
㈫
ま
で
で
す
。
８
月
以
降
分
の
更
新
申

請
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
認
定
が
必
要
な
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
認
定
証
は
、
介
護
保
険
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
・
介
護
医
療
院
に
入

所
し
て
い
る
人
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
人
の
食
費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）
を

限
度
額
ま
で
に
お
さ
え
、
負
担
を
軽
減

す
る
も
の
で
す
。

※
負
担
段
階
を
判
定
す
る
対
象
所
得
に
は

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税

年
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

【
認
定
の
要
件
】

○
本
人
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
世
帯

を
別
に
す
る
配
偶
者
も
住
民
税
非
課
税

で
あ
る
こ
と
。

○
預
貯
金
な
ど
の
資
産
が
、
単
身
で
１
，０

　

０
０
万
円
以
下
、夫
婦
で
２
，
０
０
０
万

　

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
申
請
受
付
開
始
日
】

　

７
月
２
日
㈪

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

申
請
書
・
同
意
書
・
印
鑑
・
通
帳
や
株

な
ど
資
産
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

※
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
資

産
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
も
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
結
果
通
知
・
認
定
証
の
発
送
】

　

７
月
末
以
降
順
次

【
申
請
先
】

　

介
護
高
齢
福
祉
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

【
問
い
合
わ
せ
】　

介
護
高
齢
福
祉
課　

☎
26
・
３
９
３
９　

ＦＡＸ
26
・
３
９
５
０　

65 歳以上の人の保険料

23％

40～ 64歳の人の保険料

27％

国・県・市の負担金

50％

介護保険制度の財源
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

〈
平
成
30
年
８
月
か
ら
〉

■
利
用
者
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

利
用
者
負
担
の
割
合
が
２
割
の
人
の
う

ち
、
特
に
所
得
の
高
い
人
の
負
担
割
合
が

３
割
に
な
り
ま
す
。

◆
２
割
負
担
に
な
る
人

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円

以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
の

「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」

が
単
身
の
場
合
２
８
０
万
円
以
上
、
２
人

以
上
世
帯
の
場
合
３
４
６
万
円
以
上
の
人

◆
３
割
負
担
に
な
る
人

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万
円

以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
の

「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」

が
単
身
の
場
合
３
４
０
万
円
以
上
、
２
人

以
上
世
帯
の
場
合
４
６
３
万
円
以
上
の
人

◆
右
記
に
該
当
し
な
い
人
は
、
１
割
負
担

に
な
り
ま
す

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
発
送
し
ま
す

　

８
月
１
日
㈬
以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
自
己
負
担
割
合
を
記

載
し
た
証
を
、
７
月
23
日
㈪
以
降
順
次
発

送
し
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
１
日
時
点
で
介
護
保
険
要

介
護
・
要
支
援
更
新
（
変
更
）
認
定
申
請

中
の
人
は
、
認
定
結
果
に
同
封
し
ま
す
。

所得段階 対　象　者 保険料率 年　額

第 1 段階

次のいずれかに該当する人
○生活保護受給者
○世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金受給者
○世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の合計所得金額（年金所得

額を除く。）＋課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人

基準額

× 0.45
35,231 円

第 2 段階

世帯全員が市民税非課税で、第１段階に該当せず、本人の前年の合計
所得金額（年金所得額を除く。）＋課税年金収入額の合計が 120 万円
以下の人

基準額

× 0.63
49,323 円

第 3 段階 世帯全員が市民税非課税で、第１、第２段階に該当しない人
基準額

× 0.75
58,718 円

第 4 段階

世帯に市民税課税の人がいるが、本人は市民税非課税で前年の合計所
得金額（年金所得額を除く。）＋課税年金収入額の合計が 80 万円以下
の人

基準額

× 0.90
70,462 円

第 5 段階
世帯に市民税課税の人がいるが、本人は市民税非課税で第４段階に該
当しない人

基準額 78,291 円

第 6 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額が 125 万円未満の人
基準額

× 1.15
90,035 円

第 7 段階
本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額が 125 万円以上 200 万
円未満の人

基準額

× 1.25
97,864 円

第 8 段階
本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万
円未満の人

基準額

× 1.50
117,437 円

第 9 段階
本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額が 300 万円以上 500 万
円未満の人

基準額

× 1.70
133,095 円

第 10 段階
本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額が 500 万円以上 800 万
円未満の人

基準額

× 1.85
144,838 円

第 11 段階 本人が市民税課税者で、前年の合計所得金額が 800 万円以上の人
基準額

× 2.00
156,582 円

2018（平成 30）年度～ 2020 年度の伊賀市介護保険料
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～
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
～

 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

７
月
下
旬
に
、新
し
い
被
保
険
者
証
（
若

草
色
）
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
届

い
た
ら
、
負
担
割
合
（
１
割
あ
る
い
は
３

割
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
被
保
険
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
は
、

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課

に
返
却
す
る
か
、
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
被
保
険

者
は
、入
院
、通
院
と
も
に
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
へ
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が

限
度
額
ま
で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
人

も
、
引
き
続
き
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は

８
月
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

に
よ
る
手
続
き
も
可
能
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
に
か
か

る
費
用
の
う
ち
、
み
な
さ
ん
が
医
療
機

関
で
支
払
う
自
己
負
担
分
を
除
い
た
部
分

は
、
国
や
都
道
府
県
、
市
が
負
担
す
る
公

費
が
約
５
割
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
（
現

役
世
代
の
保
険
税
〈
料
〉
か
ら
支
出
）
が

４
割
を
負
担
し
、
残
り
の
約
１
割
を
被
保

険
者
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
で
負
担
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険

者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
保
険
料
を
納
付

い
た
だ
き
ま
す
。
原
則
、
７
月
中
旬
に
保

険
料
額
お
よ
び
納
付
方
法
の
通
知
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
全
員
が
定
額

を
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
そ
の
人
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
保
険

料
改
定
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

 

＊
総
所
得
金
額
等
と
は
…

○
平
成
29
年
中
の
各
収
入
か
ら
必
要
経
費

（
公
的
年
金
控
除
額
や
給
与
控
除
額
な

ど
）
を
差
し
引
い
た
所
得
の
合
計
額
で
、

申
告
分
離
課
税
の
所
得
金
額
や
山
林
所

得
金
額
を
含
み
ま
す
が
、
退
職
所
得
は

含
み
ま
せ
ん
。

○
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は
収
入
に
含
み

ま
せ
ん
。

○
各
種
所
得
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
・

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
・
医
療
費
控

除
な
ど
）
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、
75
歳

以
上
の
全
て
の
人
が
被
保
険
者
で
す
。

（
生
活
保
護
受
給
の
人
は
除
く
）

　

ま
た
、
65
歳
以
上
で
＊

一
定
の
障
が

い
が
あ
り
、
申
請
に
よ
り
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
た
場
合
は
加
入
で
き
ま
す
。

＊
一
定
の
障
が
い
と
は
…

○
国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け
る
障
害

年
金
１
級
・
２
級

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
、
４

級
の
一
部
（
音
声
言
語
下
肢
の
１
号
、

３
号
ま
た
は
４
号
に
関
す
る
障
害
）

○
療
育
手
帳
の
Ａ
１
・
Ａ
２

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
１

級
・
２
級

○
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
す

○
保
険
料
率
・
保
険
料
の
軽
減
率
が
変
わ

り
ま
す

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

｢

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証｣

を
ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

保
険
料
の
計
算
方
法

保
険
料
は
医
療
費
の
財
源
で
す

年間保険料額
上限 62 万円

（上限 57 万円）

均等割額
42,965 円

（43,870 円）

所得割額
前年中の総所得金額等＊から 33 万円を
引いた額に 8.86％をかけた額
　　　　  （9.06％）

＝

＋

※（　）は 28・29 年度の数字
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

①
所
得
が
低
い
世
帯
に
対
す
る
軽
減

　

所
得
が
低
い
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
左

表
の
と
お
り
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
平
成
30
年
度
か
ら
所
得
割
の
軽
減
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

に
対
す
る
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
は
、
均
等
割
額
を
５
割
軽
減
し
所
得
割

は
賦
課
し
ま
せ
ん
。（
所
得
が
低
い
世
帯

に
属
す
る
人
の
９
割
軽
減
ま
た
は
８
．
５

割
軽
減
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
が

適
用
さ
れ
ま
す
。）　
　

　

該
当
す
る
人
に
は
軽
減
措
置
を
行
っ
た

後
の
保
険
料
額
を
通
知
し
ま
す
が
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
で
軽
減

措
置
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
保
険

年
金
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
協
会
け
ん
ぽ
や
企

業
の
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員

の
共
済
組
合
等
の
こ
と
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し
て

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
の
受
給
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
場
合
や
、
介
護
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
１

回
あ
た
り
の
天
引
き
額
が
、
年
金
の
１
回

あ
た
り
の
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る

場
合
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
で
納

付
し
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
と
納
付
方
法
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
自
分
の
納
付
方
法

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
特
別
徴
収
に
な
る
人

　

年
間
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
10
月
・
12
月
・
２
月
の
年

金
天
引
き
予
定
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
付
方
法
を
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振

替
に
変
更
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
申
請
の
時
期
に
よ
り
変
更
時
期
が
異
な

り
ま
す
。）

②
普
通
徴
収
に
な
る
人

　

年
間
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
と
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
が
な
い
場
合
は

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
期
限
は
納
付
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更

を
お
勧
め
し
ま
す

　

口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
と
納
め
忘

れ
が
な
く
便
利
で
す
。

　

金
融
機
関
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
決
定
通
知
書
の
最
後
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

災
害
に
あ
っ
た
場
合
や
、
生
活
困
窮
な

ど
で
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な
人

（
お
お
む
ね
生
活
保
護
基
準
に
準
じ
る
程

度
の
場
合
）
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
の
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
年
金
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
の
軽
減
率
が
変
わ
り
ま
す

保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予

同一世帯の被保険者と世帯主の総所得金額等の合算額 軽減割合 軽減後の額

33 万円以下であって被保険者全員の年金収入が 80 万円以下
※そのほか各種所得がないこと

9 割 4,296 円

33 万円 以下 8.5 割 6,444 円

(33 万円＋被保険者数× 27.5 万円 ) 以下 5 割 21,482 円

(33 万円＋被保険者数× 50 万円 ) 以下 2 割 34,372 円

○４月１日（年度途中に資格取得された人は資格取得日）現在での世帯の状況で判定します。
○ 65 歳以上の人の年金所得は通常の公的年金控除以外に 15 万円を控除し計算します。
○事業専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
業
課

　

☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
３

　

☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
４

　

保
険
年
金
課

　

☎
22
・
９
６
６
０

　

ＦＡＸ
26
・
０
１
５
１
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～
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
～

 
２
０
１
８
伊
賀
市
民
文
化
祭
参
加
者
募
集

　
※
④
～
⑩
の
部
門
は
、
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル
と
し
て
開
催
し
ま
す
。（
１
舞
台
に

　

つ
き
、
時
間
を
制
限
す
る
可
能
性
あ
り
）

【
参
加
資
格
】　

構
成
メ
ン
バ
ー
の
主
体
が

市
内
に
あ
る
団
体

※
洋
楽
と
ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
個
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
文
化
の
振
興
以
外
の
主
た
る
目
的
（
政

治･

宗
教･

営
利
な
ど
）
を
持
っ
て
活

動
す
る
団
体
・
個
人
を
除
き
ま
す
。

【
参
加
費
】　

１
舞
台
に
つ
き
、
５
，
０
０
０
円

※
個
人
参
加
は
２
，５
０
０
円

※
出
演
に
か
か
る
経
費
や
舞
台
運
営
経
費

は
、
参
加
者
負
担
で
す
。

【
と　

き
】　

11
月
１
日
㈭
～
４
日
㈰

【
と
こ
ろ
】

　

ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　

５
階
多
目
的
大
研

修
室
な
ど

【
募
集
ジ
ャ
ン
ル
】　

絵
画
・
書
・
写
真
・

手
芸
・
工
芸
・
生
花
な
ど

【
参
加
資
格
】　

構
成
メ
ン
バ
ー
の
主
体
が

市
内
に
あ
る
団
体
・
個
人

※
文
化
の
振
興
以
外
の
主
た
る
目
的
（
政

治･

宗
教･

営
利
な
ど
）
を
持
っ
て
活

動
す
る
団
体
・
個
人
を
除
き
ま
す
。

※
１
人
に
つ
き
２
作
品
以
内
と
し
ま
す
。

【
参
加
費
】　

１
作
品
に
つ
き
５
０
０
円

※
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
作
品
の
サ

イ
ズ
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
出
品
に
か
か
る
経
費
は
、
参
加
者
負
担

で
す
。

展
示
・
舞
台
部
門
に

参
加
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
へ

～
体
験
会
を
同
時
実
施
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
～

【
と
こ
ろ
】　

要
相
談

【
申
込
方
法
】　

別
途
申
込
書
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定

【
募
集
事
業
】　

市
民
文
化
祭
の
目
的
に

沿
っ
て
広
く
一
般
の
人
に
公
開
さ
れ
、
主
催

者
が
文
化
団
体
・
企
業
・
学
校
・
公
益
法
人

（
宗
教
法
人
を
除
く
。）
な
ど
で
あ
る
事
業

【
と　

き
】　

10
月
１
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

【
協
賛
事
業
の
決
定
】　

実
行
委
員
会
で
決

定
後
、
８
月
中
旬
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

承
認
さ
れ
た
事
業
は
、
広
報
い
が
市
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
事
業
経
費
は
、
全
額
主
催
者
負
担
で
す
。

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

持
参
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
引
き
換
え
に
出
演
・

出
品
者
全
体
会
議
（
開
催

予
定
：
８
月
中
旬
）
の
案

内
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
、
申
込
後
１
週
間

以
内
に
全
体
会
議
の
案
内
が
返
信
さ
れ

な
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　

７
月
９
日
㈪
～
８
月
８
日
㈬

【
申
込
書
配
布
場
所
】

　

文
化
交
流
課
・
本
庁
舎
玄
関
受
付
・
各

支
所
振
興
課
（
上
野
支
所
を
除
く
。）・
各

公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
番
地
の
13

　

（
芭
蕉
翁
記
念
館
内
）

　

文
化
交
流
課

　

☎
22
・
９
６
２
１　

ＦＡＸ
22
・
９
６
１
９

と　き 内　容 ところ

11 月 10 日㈯ 音楽祭（洋楽）
ライトミュージック

ハイトピア伊賀 5 階
多目的大研修室11 月 11 日㈰

11 月 18 日㈰
総合フェスティバル
洋舞・ジャズダンス11 月 23 日（金・祝） 伊賀市文化会館

11 月 24 日㈯

《募集ジャンル》

①ライトミュージック　②洋楽　③洋舞　④日本舞踊　⑤邦楽　

⑥大正琴　⑦吟剣詩舞　⑧相撲甚句　⑨新舞踊　⑩民謡・民舞

【とき・内容・ところ】 公

募

事

業

◆
舞
台
部
門

◆
展
示
部
門

公
募
事
業
・
協
賛
事
業
に

申
し
込
む
に
は
…

協

賛

事

業
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

～
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
・
第
３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
～

 
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】　

保
険
年
金
課　

☎
22
・
９
６
５
９　

ＦＡＸ
26
・
０
１
５
１　

　　

伊
賀
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
第
１
期

計
画
の
期
間
が
平
成
29
年
度
で
終
了
し
た

こ
と
に
伴
い
、「
第
２
期
保
健
事
業
実
施
計

画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）」
と
「
第
３
期

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」（
平
成
30
年

度
～
２
０
２
３
年
度
）
を
一
体
的
に
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
特
定
健
診
等
の

結
果
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
な
ど
の
健
康
・

医
療
情
報
を
活
用
し
て
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
保
健
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
被

保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
医

療
費
の
適
正
化
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

三
重
県
、
全
国
と
比
較
し
て
平
成
28
年

度
の
被
保
険
者
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
と
な
ら
な
い

よ
う
受
診
を
継
続
し
な
が
ら
、
重
症
化
を

予
防
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
疾
病
別
医
療
費
割
合
は
高
血
圧

症
、
脂
質
異
常
症
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

全
医
療
費
の
う
ち
生
活
習
慣
病
に
関
係
す

る
疾
患
の
割
合
が
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

医
療
費
を
抑
制
す
る
に
は
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
男
女
別
の
年
齢

階
層
別
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該

当
者
の
割
合
は
、
男
女
と
も
に
70
歳
代
前

半
の
年
齢
層
が
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
比
に
お
い
て
は
、
男
性
が
圧
倒
的
に

高
く
、
男
女
の
別
で
大
き
な
開
き
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
男
女
別
の
年
齢

階
層
別
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

備
群
の
割
合
は
、
男
性
の
40
歳
代
が
最
も

高
く
な
っ
て
お
り
、
若
年
期
か
ら
の
生
活

習
慣
の
改
善
が
必
要
で
す
。

　

男
女
別
の
年
齢
階
層
別
特
定
健
診
受
診

率
に
つ
い
て
、
受
診
率
が
最
も
高
い
年
齢

層
と
最
も
低
い
年
齢
層
の
受
診
率
の
開
き

は
、
男
性
が
38.

2
ポ
イ
ン
ト
、
女
性
が

17.

2
ポ
イ
ン
ト
で
、
男
女
と
も
年
齢
階

層
に
よ
り
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
男
性
で
は
45
歳
か
ら
49
歳
と
女
性
で

は
60
歳
以
下
の
受
診
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健

診
お
よ
び
脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク
の

結
果
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

○
が
ん
検
診
・
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

や
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

○
重
複
・
頻
回
受
診
指
導
や
後
発
医
薬
品

利
用
促
進
を
周
知
し
ま
す
。

策
定
の
経
緯

医
療
費
の
状
況

年
齢
階
層
別
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
該
当
者
・
予
備
群
の
割
合

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

伊賀市 三重県 全国

一人当たり医療費の比較
（平成 28 年度累計）

年
齢
階
層
別
特
定
健
診
受
診
率

今
後
の
取
り
組
み

○
年
１
回
、
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る

こ
と
が
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

○
健
診
の
結
果
を
日
々
の
生
活
に
生
か

し
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
っ
た
人

に
は
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
指
導

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

男性

16.4%

17.9% 19.3%

15.7% 19.0% 19.6%

30.3% 32.9%

13.8%

26.3%
32.7%

52.0%
46.9% 48.8%

女性

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

特定健診受診者数（平成 28 年度）

◆メタボ該当者の割合

0%

10%

20%

30%

40%
男性

17.8%

2.5%

28.2%

7.9%

32.8%

11.2%

33.1%

16.0%

女性

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳

60
〜
69
歳

70
〜
74
歳

◆メタボ予備群の割合

0%

5%

10%

15%

20%

25%
男性 女性

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳

60
〜
69
歳

70
〜
74
歳

21.7%

19.2%

5.0%

18.0%

6.4%

18.4%

5.1%

7.5%
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～
「
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
～

 
地
域
で
介
護
予
防
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

介
護
予
防
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の
多
く
は
、

筋
力
や
運
動
機
能
の
低
下
に
よ
る
転
倒
や

骨
折
か
ら
寝
た
き
り
状
態
に
な
る
こ
と
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
は

運
動
を
行
い
、
筋
力
を
維
持
・
増
強
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
が
、「
ど
ん
な
運
動
を

す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」｢

一
人

で
は
な
か
な
か
続
か
な
い｣

と
い
う
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
緒
に
運
動
を
す
る
仲
間
や
近
く
に
運

動
の
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
気
軽
に
運
動

に
取
り
組
め
ま
す
。

　

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
自
身
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
の
仲
間
と
運
動
を
中
心

と
し
た
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
人
で
す
。

元
気
で
生
き
生
き
し
た
地
域
を
め
ざ
し
て

　

「
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
で
は
、

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
を
地
域
で
実
践
す
る
た
め
の
知

識
や
技
術
を
手
軽
に
習
得
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
介
護
予
防
を
楽
し
く

学
び
ま
せ
ん
か
。

地
域
で
活
動
す
る
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
の
声

　

過
去
の
受
講
者
が
、
地
域
で
元
気
に
活

躍
し
て
い
ま
す
！

◆
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

基
礎
編
・
応
用
編
の
連
続
講
座
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
現
在
活
動
中
の

グ
ル
ー
プ
の
視
察
見
学
（
別
日
程
）
も
あ

り
ま
す
。

　

10
回
以
上
出
席
し
た
人
に
は
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
。

【
と　

き
】

《
基
礎
編
》　

７
月
30
日
、
８
月
６
日
・
20

日
、
９
月
３
日

《
応
用
編
》　

９
月
10
日
、
10
月
29
日
、
11

月
５
日
・
12
日
・
19
日
、
12
月
３
日
・
10

日
、
１
月
７
日
・
21
日

　

※
す
べ
て
月
曜
日
の
午
後
２
時
～
４
時

【
内　

容
】

《
基
礎
編
》　

介
護
予
防
に
つ
い
て
・
運
動

の
理
論
と
方
法
（
実
技
あ
り
）

《
応
用
編
》　

運
動
の
実
践
（
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
ボ
ー
ル
や
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
っ

た
運
動
実
技
）・
運
動
継
続
の
ポ
イ
ン
ト　

な
ど

【
と
こ
ろ
】

　

伊
賀
市
文
化
会
館　

多
目
的
室

【
講　

師
】　

介
護
予
防
運
動
指
導
士

　

陶
山　

美
佐
さ
ん
・
稲
垣　

智
子
さ
ん　
　
　
　
　

【
対
象
者
】　

運
動
に
関
心
が
あ
り
、
地
域

で
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の
設
立･

運
営
に
意

欲
の
あ
る
人

【
定　

員
】　

30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
応
募
動
機
を
考
慮
し
て
選
定
）

【
申
込
方
法
】　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機
を
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　

７
月
３
日
㈫
～
13
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
26
・
１
５
２
１　

ＦＡＸ
24
・
７
５
１
１

と
思
い
、
４
月
か
ら
正
式
に
介
護
予

防
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
楽
し
く
運
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参

考
に
参
加
者
の
様
子
を
見
な
が
ら
進

め
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
気
軽
に
参
加
で
き
、

笑
い
が
絶
え
な
い
教
室
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
と

聞
く
と
、
少
し
荷
が
重
く
聞
こ
え
ま

す
が
、
ま
ず
は
自
分
の
健
康
の
た
め

と
思
っ
て
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
で
行
っ
て
い
る
い
き
い
き
サ

ロ
ン
に
体
操
を
取
り
入
れ
た
い
と
考

え
た
こ
と
が
受
講
の
き
っ
か
け
で
し

た
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
は
と
て
も
良
い

こ
と
で
す
が
、
一
人
で
体
操
を
し
よ

う
と
し
て
も
な
か
な
か
続
け
る
こ
と

が
難
し
い
で
す
。
そ
こ
で
、
皆
で
集

ま
れ
ば
楽
し
く
運
動
に
取
り
組
め
る

奥田　代子さん
髙尾　佐江子さん

福田　民子さん

笑
い
が
絶
え
な
い

　
　
　
教
室
づ
く
り

（
高
尾
）
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

プールをご利用ください
◆ 民間プールも開放されます

【と　き】

　7 月 7 日㈯～ 8 月 26 日㈰　午前９時～午後 10 時

【ところ】

　大山田 B&G 海洋センター・阿山 B&G 海洋センター

　※上野運動公園プールは老朽化のため休止します。

【休業日】　大山田：毎週月曜日（※ 7 月 16 日は営業）

　阿山：毎週火曜日

※２施設とも天候などで利用期間や時間を変更するこ

とがあります。

【利用料】　乳幼児：50 円　中学生以下：150 円

一般：300 円　※小学校２年生以下は保護者同伴

★上野運動公園プール休止に伴い、

　　　　　　下記の２つの代替事業を実施します★

◆上野運動公園から大山田 B&G 海洋センター（上野

市駅前経由）間で無料送迎バスを運行します

【運行日】　7 月 24 日㈫～ 8 月 24 日㈮（月・土・日曜

日を除く。）

上野運動公園発 上野市駅前 大山田Ｂ＆Ｇ海洋センター着

9:00 9:05 9:30
10:00 10:05 10:30
12:30 12:35 13:00
14:00 14:05 14:30

大山田Ｂ＆Ｇ海洋センター発 上野市駅前 上野運動公園着

12:00 12:25 12:30
13:20 13:45 13:50
16:00 16:25 16:30

※往路の乗車は上野運動公園・上野市駅前、降車は大

山田 B&G 海洋センター

※復路の乗車は大山田 B&G 海洋センター、降車は上

野市駅前・上野運動公園

◆民間プールの開放

　下記の民間プールを一般開放していただきます。一

般開放日時は右のとおりです。

【一般開放施設】

①ウエストスポーツクラブ上野校（緑ケ丘東町 795 番

地の 1）

②ウエストスポーツクラブ佐那具校（佐那具 23 番地

の 1）

【利用料】　B&G 海洋センタープール利用料と同額

【注意事項】○乳幼児は保護者同伴でご利用ください。

○場内規則を守ってください。守っていただけない場

合は、退場をお願いすることがあります。

○ボール、ビーチボール、浮き輪は使用できません。

○貴重品は、必ず受付に預けてください。

と　き 上野校 佐那具校

７
月

22 日㈰ 10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 11:30
23 日㈪ 13:00 ～ 16:00 一般開放なし
24 日㈫ 13:00 ～ 16:00 一般開放なし
25 日㈬ 13:00 ～ 15:00
26 日㈭ 12:00 ～ 15:00 一般開放なし
27 日㈮ 13:00 ～ 15:00
29 日㈰ 10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 11:30
30 日㈪ 10:00 ～ 15:00
31 日㈫ 10:00 ～ 15:00

８
月

1 日㈬ 12:00 ～ 15:00 13:00 ～ 15:00
2 日㈭ 12:00 ～ 15:00 一般開放なし
3 日㈮ 13:00 ～ 15:00
5 日㈰ 10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 11:30
6 日㈪ 13:00 ～ 16:00 一般開放なし
7 日㈫ 13:00 ～ 16:00 一般開放なし
8 日㈬ 13:00 ～ 15:00
9 日㈭ 12:00 ～ 15:00 一般開放なし
10 日㈮ 13:00 ～ 15:00
12 日㈰ 10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 11:30
13 日㈪ 10:00 ～ 15:00
14 日㈫ 10:00 ～ 15:00
15 日㈬ 10:00 ～ 15:00
16 日㈭ 12:00 ～ 15:00 一般開放なし
17 日㈮ 13:00 ～ 15:00
19 日㈰ 10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 11:30
20 日㈪ 13:00 ～ 16:00 一般開放なし
21 日㈫ 13:00 ～ 16:00 一般開放なし
22 日㈬ 13:00 ～ 15:00
23 日㈭ 12:00 ～ 15:00 一般開放なし
24 日㈮ 13:00 ～ 15:00
26 日㈰ 10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 11:30

【問い合わせ】

スポーツ振興課

大山田 B&G 海洋センター　☎ 47-0551

阿山 B&G 海洋センター　☎ 43-1380

ウエストスポーツクラブ上野校　☎ 0120-045375

ウエストスポーツクラブ佐那具校　☎ 0120-379045

【問い合わせ】スポーツ振興課
　☎ 22-9635　ＦＡＸ 22-9852

上野運動公園⇔（上野市駅前経由）⇔大山田Ｂ＆
Ｇ海洋センター　無料送迎バス時刻表

ウエストスポーツクラブ一般開放日時
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国民年金のはなし

読書感想文コンクール作品募集

◆ 国民年金保険料の免除制度をご存知ですか

◆ 本を読んであなたの思いを伝えましょう

①保険料免除制度・納付猶予制度

　保険料を納め忘れた状態で、万一、障がいや死亡と

いった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基

礎年金が受けられない場合があります。

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付すること

が困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保

険料免除制度」や「納付猶予制度」をご利用ください。

※申請者本人、配偶者、世帯主の所得審査があります。

【対象期間】　7 月～ 2019 年 6 月分

②学生納付特例

　学生で、本人の所得が一定額以下の場合に国民年金保

険料の納付が猶予される「学生納付特例」があります。

【対象者】　学校教育法に規定する大学（大学院）・短期

大学・高等学校・高等専門学校・専修学校・各種学校（修

業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分

校に在学する人

【対象期間】　4 月～ 2019 年 3 月分

※①②とも、原則として毎年申請が必要です。

※２年１カ月前までさかのぼって申請ができます。

その期間に未納があり、かつ、納付が困難な場合は、す

みやかに申請してください。

■免除された期間の保険料と年金はどうなるの？

　保険料の全額免除や一部納付などの承認を受けた期

間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来の年金額

が少なくなります。そこで、これらの期間は 10 年以内

であれば、あとから保険料を納めること（追納）ができ

ます。ただし、すでに老齢基礎年金を受けている人は追

納することができません。保険料免除などの承認を受け

た期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を

追納する場合、当時の保険料額に加算額が上乗せされま

す。詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ】　保険年金課

　各支所住民福祉課

　津年金事務所　☎ 059-228-9112

　読書は豊かな人間性や考える力を育みます。読書で

感じたことをつづって表現してみませんか。特選・入

選の人には、賞状と副賞をお渡しします。

【課　題】　自由　※未発表のものに限ります。

【応募資格】　市内在住・在勤・在学の人

【応募区分】　○第１部：高校生・大学生・一般

○第２部：中学生　　○第３部：小学生

【応募規定】　

○縦書き 400 字詰め原稿用紙を使用し、応募は１人

１点とします。

○原稿枚数は、第１部・第２部は５枚以内、第３部は

３枚以内とします。

○題名は原稿の欄外へ記入し、住所・氏名・学校名などは、

応募票に記入の上、原稿に添えて提出してください。

○応募原稿は返却しません。

【応募方法】　郵送・持参

【応募期間】　9 月 1 日㈯～ 10 月 2 日㈫　※必着

【応募先】

　〒 518-0873　伊賀市上野丸之内 40 番地の 5

　伊賀市上野図書館

【問い合わせ】保険年金課
　☎ 22-9659　ＦＡＸ 26-0151

【問い合わせ】上野図書館
　☎ 21-6868　ＦＡＸ 21-8999

▶日本年金機構からのお知らせ
「ねんきんネット」をご利用ください
○人生設計に合わせて、年金額の試算ができます
　年金を受け取りながら働き続けた場合の年金額

など、ご自身の人生設計に合わせた条件に基づ
いて、年金額の試算ができます。

○いつでも最新の年金記録が確認できます
　パソコンやスマートフォンで、24 時間いつでも

毎月更新された年金記録を確認できます。
（手続方法）
①日本年金機構ホームページ
　http://www.nenkin.go.jp/  にアクセス
②「ねんきんネット」サービスご利用登録
※登録には基礎年金番号が必要です。「ねんきん定

期便」に記載されているアクセスキーをお持ち
の場合は手続きがスムーズです。

※アクセスキーが不明の場合は年金事務所で交付
手続きができます。

　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】
　ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル
　　☎ 0570-058-555（ナビダイヤル）
※アクセスキーについて
　津年金事務所　☎ 059-228-9112
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三重県内男女共同参画連携映画祭

水の事故防止

◆ ディズニー映画「ズートピア」を上映します

◆ 子どもを事故から守るために

【と　き】

　8 月 18 日㈯　午後 2 時（開場　午後 1 時 30 分）

【ところ】

　あやま文化センター　さんさんホール

【内　容】

　県内の 5 つの男女共同参画センターと 20 市町が連

携し、三重県内男女共同参画連携映画祭 2018 を開

催します。思いきり笑って心から泣ける感動のディズ

ニー映画「ズートピア」を上映します。映画を通して

男女が共に生きるヒントを見つけましょう。

【上映作品】　「ズートピア」

【定　員】

　先着 260 人　※整理券が必要です。（無料）

【託　児】

　１歳児～未就学児の託児があります。（無料）

○申込期間：7 月 9 日㈪～ 8 月 6 日㈪

○定員：10 人程度

【整理券配布開始日】　7 月 9 日㈪

【整理券配布時間】

　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

※土・日曜日、祝日を除く。

【整理券配布場所】

○伊賀市上野丸之内 500 番地

　ハイトピア伊賀　４階男女共同参画センター

○各支所振興課（上野支所を除く。）

　いよいよ、水に親しむ季節です。海や川などで子ど

もたちの水遊びが盛んになり、水の事故が急増します。

水の事故を防ぐため次のことに注意しましょう。

◆ 屋外での事故を防ぐため

○危険な場所を点検し、危険性を教える。

○子どもだけで、海や川などで遊ばせない。

○泥沼や草の生い茂っているところには近寄らせない。

○丸太などの漂流物の上では遊ばせない。

○保護者は同伴していても油断せず、子どもから目を

離さない。

◆ 日常生活での事故を防ぐため

○浴槽、洗濯機、便器、ビニールプールなどの危険性

を教える。

○１人で浴室に入れない。

○子どもから目を離さない。

　子どもを水の事故から守るためには、特に周囲の大

人が気を配り、地域ぐるみで安全対策を進めていくこ

とが大切です。

　本格的な水の季節を迎える前に、家庭や学校などで

水の怖さについて話し合い、危険な場所で水泳や水遊

びなどしてはいけないことを再確認しましょう。

※万一のときの対処法を学ぶ応急手当講習会を希望す

る場合は、ご連絡ください。

【問い合わせ】人権政策課
　☎ 22-9632　ＦＡＸ 22-9666

【問い合わせ】消防救急課
　☎ 24-9116　ＦＡＸ 24-9111

【ズートピアの見どころ】

　動物たちが高度な文明社会を築いた世界「ズー

トピア」を舞台に、ウサギの女の子ジュディが奮

闘するディズニー映画です。

　動物たちには決められた役割分担がありました

が、ジュディは大きくて強い動物だけがなれる警

察官に憧れ、史上初のウサギ警察官になります。

　サスペンス要素も含みつつ、わかりやすくシン

プルで、勝手な固定観念に縛られず、努力と挑戦

を続けることで、状況も環境も自分自身も変えら

れるということ、そして、友情の大切さも教えて

くれます。

　「夢を信じる勇気」をテーマにしながら、人間社会

の差別や偏見に疑問を投げかける奥深い物語です。

アカデミー賞およびゴールデングローブ賞の長編

アニメ映画賞受賞作品。
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夏の交通安全県民運動
お知
らせ
お知
らせ

【運動期間】　7 月 11 日㈬～ 20 日㈮
【運動の重点】

○高齢者と子どもの交通事故防止
○シートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9638　FAX 22-9641

「クールシェア」しましょう
お知
らせ
お知
らせ

　夏の暑い日、家庭での電気使用量の
半分以上はエアコンによるものです。
　そこで、１人１台のエアコンの使
用をやめ、涼しい場所に皆で集まっ
てシェアする「クールシェア」をし
てみませんか。
　これは、家庭や地域で楽しみなが
ら地球温暖化防止や節電にもなる取
り組みで、家族が１つの部屋で過ご
したり、図書館や商業施設などで涼
む、あるいは自然が多く涼しい場所
に行くことなどが挙げられます。
　こういった取り組みは、夏を快適
に乗り切るためだけでなく、家庭や
地域の絆を深めることにつながるの
ではないでしょうか。
【問い合わせ】　環境政策課
　☎ 20-9105　FAX 20-9107

今月の納税

●納期限　7 月 31 日 （火）

納期限内に納めましょう

固定資産税（２期）

国民健康保険税（１期）

※納税は便利な口座振替で

【問い合わせ】

　収税課　☎ 22-9612

部落問題（差別）を正しく知ろう（第3回）
◆ 明るく住みよいまちをつくるために 

　今回はなぜ被差別部落の人たちが差別されるに至っ

たのかについてお話します。

　古代より天変地異や、死・出血・火事・犯罪など通

常の状態に変化をもたらすことを「けがれ」といいま

した。ここでいう「けがれ」とは、現代の不衛生とい

う考え方とは異なり「恐れ」の対象とされ、平安時代

以降「けがれ」を清める力を持つ人々が必要とされて

きました。しかし、清める力を持つ人たちは異質な存

在として差別を受けるようにもなりました。

　近世になっても同じように「けがれ」を恐れる傾向

があり、差別された人々は農林漁業を営みながら、死

牛馬からの皮革製造、町や村の警備、犯罪者の捕縛や

行刑役、城や寺社の清掃など社会的に必要とされる仕

事や役割を担い、中には経済的に豊かになる人も現れ

ました。一方で江戸時代中期以降、幕府や藩が出す御

触れなどによって、武士や町人などとは別の身分とし

て位置づけられました。

　このように、幕府などが差別を制度化し、町人など

にも被差別部落に住む人たちを差別することを義務づ

けたことが人々の心に差別心を植え付け、差別は強化

されたと考えられます。

　こうしてみると、被差別部落の人たちが差別される

理由はないと感じる人も多いのではないでしょうか。

　しかし、今もなお部落差別によって苦しんでいる人

は多くいます。こうした現状を踏まえながら、もう一度

部落差別の不合理さを考えてみてはいかがでしょうか。

【問い合わせ】人権政策課
　☎47-1286　FAX47-1288

7 月は「青少年の非行・
被害防止全国強調月間」

お知
らせ
お知
らせ

　もうすぐ夏休みが始まります。子
どもたちにとっては、普段体験でき
ないことをするよい機会となりま
す。しかし、「学校が休み」という
解放感から生活が不規則になりがち
で、問題行動も発生しやすい時期で
もあります。
　明日の伊賀市を担う子どもたちを
社会全体で育むため、家庭・学校・
地域が一体となって青少年健全育成
の取り組みを推進することが必要で
す。このため、伊賀市青少年育成市
民連絡会議と教育委員会では次の活
動に取り組んでいます。
　皆さんのご理解・ご協力をお願い
します。
◆青少年に有害な環境をなくす活動

の推進

　青少年の非行を誘発しやすい施設
などを巡回し、関係者の協力を求め
ることで青少年を取り巻く有害環境
をなくす活動を推進します。
◆研修会などの開催

　青少年健全育成に関する講演会や
研修会を通じて、青少年の健全育成
についての理解を深めていきます。
【問い合わせ】

　生涯学習課
　☎ 22-9679　FAX 22-9692

宝くじ収益金の
社会貢献について

お知
らせ
お知
らせ

　サマージャンボ宝くじ（市町村振
興宝くじ）の収益金は、市町が行う
防災対策や、道路、公園、文化施設、
福祉施設の整備、地域医療の充実支
援など、よりよいまちづくりのため
に使われます。

【問い合わせ】

　（公財）三重県市町村振興協会
　☎ 059-225-2138
【担当課】　地域づくり推進課
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伊賀市多文化共生センター
を紹介します

お知
らせ

　この施設は、在住外国人の生活や
活動を支援するとともに、異文化理
解を深めるための交流や学習、生活
相談ができる多文化共生の拠点施設
として平成 28 年 8 月にオープンし
ました。伊賀市国際交流協会（IIFA）
も施設内に事務所を置いていますの
で、国際交流に関心のある人もぜひ
お越しください。
【業務内容】

○外国人相談窓口　○多言語による
情報提供　○日本人も参加できる交
流イベント　○外国人観光客への情
報提供  ○各種講座　など
　また、観光に訪れる英語圏・中国
語圏の人向けの観光パンフレットや
旅の情報なども提供しています。無
料で使えるパソコンや有料のカラー
コピー機も設置しており、操作方法
が分からない場合はスタッフがお手
伝いします。
【開所日時】

　平日と第２・４日曜日の午前９時
～午後５時（祝日・年末年始を除く。）
【ところ】

　上野東町 2955 番地
◆多言語相談日

　月曜日：英語
　火曜日：スペイン語
　水・金曜日：
　　　　　ポルトガル語・英語
　木曜日：中国語
　第 2 日曜日：中国語
　第 4 日曜日：中国語・英語
【問い合わせ】

　市民生活課
　☎ 22-9702　FAX 22-9641
　伊賀市多文化共生センター
　☎ 22-9629　FAX 22-9631

コンビニ交付サービスの休止
お知
らせ
お知
らせ

　市役所ネットワーク設定更新作業
のため、次の期間は、コンビニエン
スストアの店内にあるマルチコピー
機で住民票の写しなどが取得できる
サービスを休止します。
【休止期間】

　7 月 14 日㈯　終日
【問い合わせ】　戸籍住民課
　☎ 22-9645　FAX 22-9643

お詫びと訂正
お知
らせ
お知
らせ

　広報いが市６月１日号 32 ページ
に掲載した「忍者市を知る」の記事
の内容に誤りがありました。お詫び
して訂正します。
誤）忍者でもてなす春
正）忍者に魅了された人々
【問い合わせ】

　広聴情報課
　☎ 22-9636　FAX 22-9617

芭蕉翁記念館
だより

芭蕉翁記念館
だより

　皆さんは上野公園内の芭蕉翁記
念館に来られたことはあります
か。記念館では、年に４回、展示
品を入れ替えて企画展を開催して
います。芭蕉さんに親しみ、知る
ためにも、ぜひ記念館へお越しく
ださい。

【夏の企画展】

　７月７日㈯～ 9 月 19 日㈬

　今回は芭蕉さんの句ができるま
でのエピソードを紹介します。
　芭蕉さんの代表句「古池やかは
づ飛

と び

込
こ む

水の音」は、「古池や」を
「山

や ま

吹
ぶ き

や」とする弟子の案を退け
たという逸話が『葛の松原』とい
う本に残っています。
　また、『更科紀行』に載っている

「吹きとばす石はあさまの野
の

分
わ き

哉
か な

」
の句は「吹きとばす」の部分が「吹
落す」となっている句などがあり、
何度も検討を重ねて完成していま
す。芭蕉さんの句作に対する努力
がうかがえます。 

【問い合わせ】

　文化交流課
　☎ 22-9621　FAX 22-9619
　芭蕉翁記念館
　☎ 21-2219　FAX 22-9619

いがまち人権パネル展催し

【と　き】

　7 月 10 日㈫～ 19 日㈭
　午前９時～午後５時
※土・日曜日・祝日を除く
※ 12 日 ㈭・19 日 ㈭ は 午 後 7 時

30 分まで延長して開館します。
【ところ】

　いがまち人権センター
【内　容】

　「発達障害啓発パネル」
【問い合わせ】

　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　FAX 45-9130

　　

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　FAX 24-0444

※携帯電話のバーコード
　リーダー機能で読み込
　んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

２次元コード　

▲

「あんしん・防災ねっと」

第 34 回 青山夏まつり催し

【と　き】

　7 月 15 日㈰　午後３時～
【ところ】

　青山ホール前・青山公民館周辺
【内　容】　こども積み木広場・ソー
ラン踊り・ヒップホップダンス・和
太鼓演奏・花火・その他各種団体の
出店・サマージャンボ宝くじの協賛
による宝くじ等が当たるお楽しみ抽
選会など
【問い合わせ】　第 34 回青山夏まつ
り実行委員会事務局（伊賀市商工会
青山支部）
　☎ 52-0438　FAX 52-1330
【担当課】　青山支所振興課

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

学芸員が教える芭蕉さんや
俳句の豆知識



16広報いが市 2018 年（平成 30 年）7 月１日号

消防団夏期訓練催し

　消防団員の士気高揚と団結を図る
ため、伊賀市消防団夏期訓練を実施
します。
　観覧席を準備しますので、ぜひご
見学ください。
【と　き】　7 月 15 日㈰
【ところ】

《メイン会場》

○上野中分団　午前９時～
　伊賀市民多目的広場（旧上野商業
高等学校グラウンド）
　※雨天時：同体育館
《サブ会場》

○上野西分団　午前９時～
　三重中央開発㈱
　※雨天時：成和西小学校　体育館　　　　　　
○上野北分団　午前９時～
　旧丸柱小学校グラウンド
　※雨天時：同体育館
○上野東分団　午前 8 時 30 分～
　伊賀市教育研究センター
　（旧友生小学校）グラウンド
　※雨天時：同体育館
○上野南分団　午前９時～
　旧比自岐小学校グラウンド
　※雨天時：同体育館
○伊賀分団　午前９時～
　柘植中学校グラウンド
　※雨天時：同体育館
○島ヶ原分団　午前９時～
　島ヶ原市民センター前駐車場
　※雨天時：島ヶ原会館
　　　　　　ふれあいホール
○阿山分団　午前８時～
　玉滝小学校グラウンド
　※雨天時：同体育館
○大山田分団　午前９時～
　せせらぎ運動公園
　※雨天時：大山田農村環境改善
　　　　　　センター　ホール
○青山分団　午前８時 30 分～
　青山中学校グラウンド
　※雨天時：同体育館
【訓練内容】　通常点検・消防操法・
火災想定訓練など
※雨天時は、訓練内容などを変更し

ます。
【問い合わせ】

　消防救急課
　☎ 24-9115
　FAX 24-9111

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　7 月 24 日㈫
　午後 1 時 30 分～ 4 時
【ところ】

　名張市武道交流館いきいき
　（名張市蔵持町里 2928 番地）
【料　金】　200 円
　（認知症の人は無料。家族の会会
員は 100 円）
※認知症の人が参加する場合は、事

前に連絡してください。
【問い合わせ】　地域包括支援セン
ター南部サテライト
　☎ 52-2715　FAX 52-2281

離乳食教室催し

【と　き】　7 月 24 日㈫
　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
【ところ】

　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】

　離乳食初期～完了期の話・実演見
学・栄養相談
※子どもと一緒に参加できます。
【持ち物】

　母子健康手帳・筆記用具など
【問い合わせ】

　健康推進課
　☎ 22-9653　FAX 22-9666

※申し込みの記載がないものは申し込み不要、料金の記載がないものは無料です。

伊賀市の人口・世帯数

（平成 30 年 5 月 31 日現在）

 人口　92,456 人

　　　　（男）45,242 人

　　　　（女）47,214 人

 世帯数　40,121 世帯

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

【と　き】　7 月 2 日㈪～ 30 日㈪
　午前８時 30 分～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
【ところ】

　寺田教育集会所　第１学習室
【内　容】

　「世界人権宣言」
　すべての人間が生まれながらに
持っている基本的人権を、初めて国
際的に認めた宣言です。この宣言の
意義と、私たちが果たすべき役割に
ついて考えてみましょう。
【問い合わせ】

　寺田市民館　☎／FAX 23-8728

日直業務員（臨時職員）
お知
らせ

　10 月１日以降、勤務する人を募
集します。
【募集人数】　１人
【勤務形態】

　１人体制勤務…２～４日程度／月
【勤務期間】

　10 月 1 日 ㈪ ～ 平 成 31 年 3 月
31 日㈰の土・日曜日、祝日
　午前８時 30 分～午後５時
※更新の可能性があります。
【勤務内容】

　青山支所への休日来庁者や電話な
どの対応・戸籍関係届出の受付など
【賃　金】　6,600 円／日
【応募方法】

　事前に電話連絡の上、履歴書を持
参してください。
【選考方法】　面接
※面接は青山支所で行います。
※面接日時は応募期間後に通知します。
【応募期間】

　７月９日㈪～８月３日㈮の午前８
時 30 分～午後５時 15 分
※土・日曜日、祝日を除く。
【応募先・問い合わせ】　
　伊賀市阿保 1411 番地
　青山支所振興課
　☎ 52-1112　FAX 52-2174

募集

献血のご案内
●７月２2日㈰

　午前 10時～正午
　午後 1時 30分～ 4時
　アピタ伊賀上野店
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　FAX 22-9666

「広報いが市」の点字版・録

音版を発行しています

　希望される場合はお問い合わ
せください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　

　☎ 22-9657　ＦＡＸ 22-9662
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七夕笹飾りコンクール
お知
らせ

　銀座商店街で開催する「七夕笹飾
りコンクール」で、笹飾りの飾り付
けをする団体を募集します。
【開催期間】　7 月 27 日㈮～ 8 月 6 日㈪
【ところ】　銀座商店街
【内　容】　笹竹は銀座商店街で準備
しますので、飾り付けを各自でお願
いします。（材料は雨にぬれても良
いもので、リサイクル品など）
○笹竹の支給：７月 24 日㈫
○笹飾りの搬入：７月 27 日㈮
【申込方法】　電話でお問い合わせい
ただいたあと、団体名・代表者名・
電話番号を記入の上、ファックスで
申し込んでください。
【申込期限】　7 月 13 日㈮
【申込先・問い合わせ】　
　伊賀上野銀座商店街振興組合
　☎ 24-2044　FAX 24-2065
　（火・水・金曜日のみ）
【担当課】　商工労働課

募集

上野地域人権啓発指導者
（人権リーダー）

募集

　お住まいの地域で人権啓発活動を推
進する人権リーダーになりませんか。
【対象者】　上野地域在住で地域の人
権啓発活動に意欲のある人
【申込方法】　人権政策課または本庁
舎玄関受付にある人権リーダー登録
申込書に必要事項を記入し、お住ま
いの人権啓発草の根運動推進会議の
推薦状を添えて郵送または持参して
ください。
※申込書などは市ホームページから

もダウンロードできます。
【選考方法】

　書類審査により登録し、登録され
た人には登録証を交付します。
【申込期間】　随時
※登録いただいた人を対象に研修会

を実施します。
※詳しくは、市ホームページをご覧い

ただくか、お問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】

　〒 518-1422
　伊賀市平田 650 番地
　大山田農村環境改善センター１階
　伊賀市人権生活環境部人権政策課
　☎ 47-1286　FAX 47-1288

自衛官になりませんか募集

【募集種目】　一般曹候補生
【応募資格】

　日本国籍を有する 18 歳以上 27
歳未満の人
【応募方法】

　電話でお問い合わせください。
【試験日】

○１次試験
９月 21 日㈮～ 23 日（日・祝）のう
ち指定する 1 日
○２次試験

10 月 12 日㈮～ 17 日㈬のうち
指定する 1 日

【試験種目】

○１次試験：適性検査・筆記試験
　（国語、数学、英語、作文）
○２次試験：口述試験・身体検査
【試験会場】

　受付時または受験票交付時にお知
らせします。
※ 2 次試験は 1 次試験合格者にのみ

行い、2 次試験の試験会場は 1 次
試験合格通知でお知らせします。

【合格発表】

○１次試験　10 月 5 日㈮
○２次試験　11 月 9 日㈮
【応募期限】

　９月７日㈮まで　※締切日必着
※自衛官候補生は年間を通じて募集

しています。
【応募先・問い合わせ】

　自衛隊三重地方協力本部伊賀地域
事務所　☎ 21-6720
【担当課】　総務課

スポーツ推進審議会委員募集

　スポーツ施設および設備の整備に
関することや、スポーツ事業の実施・
奨励に関することなど、スポーツに
関する重要事項について調査、審議
いただきます。
【応募資格】　市内在住の満 20 歳以
上 70 歳未満の人
※市議会議員・市職員でない人。
【募集人数】　３人以内
【任　期】

　9 月 1 日～ 2020 年 8 月 31 日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定による。
【応募方法】　住所・氏名（ふりがな）・
年齢・性別・電話番号・応募動機を明
記の上、郵送・ファックス・Ｅメール・
持参のいずれかでご応募ください。
【応募締切】　8 月 1 日㈬　※必着
※Ｅメールは午後５時必着
【選考方法】　作文審査により、委員
の構成比率などを総合的に考慮して
選考します。
※選考結果は、本人に通知します。
【応募先・問い合わせ】

　〒 518-0869　伊賀市上野中町
2976 番地の 1　上野ふれあいプラ
ザ２階
　伊賀市企画振興部スポーツ振興課
　☎ 22-9635　FAX 22-9852
　　sports@city.iga.lg.jp

【と　き】　７月 24 日㈫・25 日㈬
　午前 10 時～ 11 時 45 分
【ところ】　青山公民館
【内　容】

　24 日㈫『夏休みの自由研究をし
よう !!　俳句に挑戦』
　25 日㈬『作ってみよう !! 陶芸に
挑戦』『お話を楽しもう』
【対象者】　小学生
【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を電話または来館してお伝え
ください。
【申込期限】　7 月 23 日㈪
【申込先・問い合わせ】

　青山公民館
　☎ 52-1110
　FAX 52-1211

夏休み子ども体験講座
2 回連続講座

募集

　市政情報をお伝えしています。

　ケーブルテレビ17チャンネル

（青山は204チャンネル）・地上

デジタル放送121チャンネルで

放送中です。

　番組表は、各支所・各子育て支

援センターで配布しているほか、

右の２次元コードか

らもご確認いただけ

ます。

２次元コード　

▲

行政情報番組

「ウィークリー伊賀市」
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　阿保の木津川河川敷で、さく

ら保育園の年長児が参加して、

鮎の稚魚を放流する事業が行わ

れました。

　子どもたちは、鮎の稚魚が入

れられたバケツを１つずつ受け

取って川まで運び、「大きく育っ

てね」と声を掛けたりしながら

放流しました。

　島ヶ原会館で島ヶ原文化サー

クルまつりが行われました。

　島ヶ原地域の文化サークルが

日頃の活動の成果を披露する場

として毎年開催されているもの

です。今年はふれあいバンドに

よる演奏やカントリーダンスな

ど６グループが発表し、観客を

楽しませました。

　この日はおよそ 130 人が参

加し、異なるサークル同士の交

流の場となりました。

稚鮎放流事業（5月 25日）

第 47回島ヶ原文化サークルまつり

（6月３日）

日頃の成果を発表

まちかど通信

　青山高原で、第 31回青山高原つつ

じクォーターマラソン大会が開かれ

ました。この大会では、3km の部、

5kmの部、10.55kmを走るクォーター

の部の 3部門に分かれて走ります。

　ランナーは、スタートの合図で一斉

に起伏の激しいコースに飛び出し、新

緑の青山高原を爽やかな汗を流しなが

ら駆け抜け、982人が見事完走を果た

しました。

第 31回青山高原つつじクォーターマラソン大会

　（5月27日）

初夏の高原を駆け抜けて

◀鮎に声を掛け

　ながら放流し

　ました。

▲この日は500匹以上の鮎を放流しました。

▲給水所で水分補給するランナーたち

▼爽やかな晴天の中、高原を走り抜け

ました。

▲美しい歌声が会場に

響き渡りました。

▶ふれあいバンド

が会場を盛り上

げました。

魚の住みやすい川を守ろうね
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こども広場
「夏を涼しく過ごすために」

　伊賀市が忍者市宣言をしたこ

とにちなんで、いがまち公民館

でミニ運動会が行われました。

参加者はダンボールやペットボ

トルなどの廃材を利用して手づ

くりされた「手裏剣投げの術」

や「床すり抜けの術」「壁つた

いの術」など忍者の動きを取り

入れた９つの種目に挑戦し、一

つ一つの種目を成功させると歓

声をあげていました。

にんじゃの国のミニ運動会（6月 3日）

忍者になりきって思い切り遊んだよ

本紙 14ページの

「クールシェア」について

わかりやすく解
かいせつ

説します。

▼うまくバランスをとりながらペッ

トボトルの橋を渡りました。

小
・
中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

▲スタッフの指導のもと紙で手裏剣を作る参

加者
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　災害は家族がそろっている時に発生するとは限ら

ず、家族がバラバラにいる時に起こる可能性もありま

す。災害に備えて、日頃から必要な準備をしておきま

しょう。

○防災マップを活用しよう

　防災マップは、大地震、洪水などの自然災害が発生

した場合の被害の様子や、避難・救助活動に必要な情

報が掲載されている地図です。家族で避難場所などを

確認するようにしましょう。

　また、自分たちの住んでいるまちを探検して歩き、

まちの中にある危険な場所を知ったり、まちの中の防

災施設などを見つけておきましょう。これにより地域

を知ることができ、防災への関心も高まります。

　まちを歩いて発見したことを地図に書き込むこと

で、災害に対応するために何をすればいいのかを考え

るきっかけとなります。

【問い合わせ】

　総合危機管理課

　☎ 22-9640　FAX 24-0444

防災ねっと

あなたの自宅やご近所は安全ですか？

　

生ごみ処理容器購入費補助金制度

　市では、家庭から発生する生ごみの減量と資源の

有効利用を図るため、生ごみ処理容器の購入に対し

て、補助をしています。

【補助対象品・基数】

○電力を用いないもので発酵作用を利用する構造の

もの、または水分を地中に浸透させる構造のも

の（コンポスト・ＥＭ菌生ごみ処理容器など）は、

１世帯あたり２基を限度とします。

○電力を用いるもので発酵分解作用を利用した構造

のもの、または乾燥による減量化が促進される構

造のもの（電動処理機）は、１世帯あたり 1 基を

限度とします。

【補助対象者】

○市内に住所を有する人で、市税を完納している人

（事業所は除きます。）

○自ら所有・管理する家屋・土地に自らの負担で設

置する人

○生ごみ処理容器を常に良好な状態で維持管理でき

る人

※以前に補助金の交付を受けている場合は、前回の

交付を受けた日から起算して、次の期間を経過す

るまでは、交付の対象となりません。

　⑴コンポスト容器など　３年

　⑵電動処理機　６年

【補助金の額】

○電力を用いないもの　　購入費の３分の１

※上限は 3,000 円、100 円未満切り捨て

○電力を用いるもの　　購入費の３分の１

※上限は 2 万円、1,000 円未満切り捨て

【申請方法】

　購入後３カ月以内に、交付申請書に必要事項を記

入の上、下記の書類を添えて持参または郵送してく

ださい。詳しくはお問い合わせください。

①伊賀市生ごみ処理容器購入費補助金交付請求書

※申請者は世帯主に限ります。

※購入金額は、消費税込の金額を記入してください。

②領収書

※宛名は申請者（世帯主）とし、購入品メーカー名・

型式・数量が、明記されたもの

③設置後の写真

※電力を用いるものの場合のみ

④申請者本人（世帯主）の市税完納証明書

※収税課・各支所住民福祉課で取得してください。

【申請先・問い合わせ】

　〒 518-1155　治田 3547 番地の 13

　さくらリサイクルセンター内

　廃棄物対策課

　☎ 20-1050　FAX 20-2575



21 広報いが市 2018 年（平成 30 年） 7 月１日号

　JR 佐那具駅前公衆トイレ建設工事が順調に進み、7

月中旬から供用を開始する予定です。このトイレの建

設には、ふるさと納税「伊賀市ふるさと応援寄附金」

を活用しています。JR 関西本線をご利用の際など、

ぜひご利用ください。

　なお、駅前トイレの完成後は、駅構内のトイレが利

用できませんので、ご了承ください。

　また、市では公共交通の維持・活性化や二酸化炭素

の排出削減、個人の健康増進などを目的に、今年度も

７月から９月までの３ヶ

月間を「公共交通機関利

用促進期間」として利用

促進に取り組みます。お

出かけの際は、ぜひ公共

交通機関の利用をお願い

します。

【問い合わせ】　交通政策課　☎ 22-9663　FAX 22-9852

JR 佐那具駅前公衆トイレが完成します

公共交通を利用しましょう

　2001 年９月 11 日に発生したアメリカ同時多発テ

ロ事件以降、イスラム過激派などによるテロ活動が活

発化しており、世界各地でテロが発生しています。

　日本では、1995 年に地下鉄サリン事件が発生して

いるほか、ISIL（いわゆる「イスラム国」）は、日本

や日本人をテロの標的として名指ししているなど、テ

ロは決してひとごとではありません。

　このような情勢の中、今年の夏には、県内を中心に

全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が開催さ

れます。

　伊賀警察署では、官民が一体となってテロ対策を推

進する「テロ対策伊賀パートナーシップ」に取り組み、

関係機関や民間事業者、地域住民の皆さんと緊密に連

携して、テロ防止に努めていきます。

　皆さんの一人ひとりの目がテロを防止する抑止力と

なりますので、「何か変だな」と思ったときは、警察

にお知らせください。

 【問い合わせ】　伊賀警察署　☎ 21-0110

　名張警察署　☎ 62-0110

テロを許さない社会・地域づくりにご協力を！

伊賀警察署だよりお
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

■ご意見などは人権政策課 ☎ 47-1286　ＦＡＸ 47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

地域で見守る子育て　－さくら保育園－

　児童虐待相談件数は全国的に年々増加しており、

平成 29 年度、三重県内の児童相談所における相談

対応件数は 1,670 件でした。そのうち伊賀児童相談

所へは、149 件の相談が寄せられました。皆さんは、

この数字を多いと感じますか。それとも少ないと感

じますか。

　“虐待”といっても、子どもへの暴力などの身体的

虐待・性的虐待のほか、大声で脅す・きょうだい間

で差別するなどの心理的虐待や、子どもの世話をし

ない・食事を与えないなどのネグレクト（育児放棄）

など、その種類はさまざまです。中には、しつけな

のか虐待なのか、線引きが難しいケースもあります

が、子ども自身が耐え難い苦痛を感じることであれ

ば、それは虐待と考えるべきだとされています。

　家庭において子どもが産まれることは喜ばしいこ

とです。しかし、産まれてくることを楽しみに待っ

ていたのに、いざ子育てしようとすると、困ってし

まうことなどが多くあります。現在は核家族化が進

み、困っているときに身近に助けを求める相手や相

談に乗ってくれる人がいないことで、親にかかる子

育ての負担が増えています。このことから、子育て

に悩み、解決策が見つからず、つい感情的になって

わが子に手をあげてしまう場合があります。

　そんなときに支えになるのは周囲にいる人たちで

す。子どもにほほ笑みかけたり、親や子どもが困っ

ている様子なら声をかけたりすることが子育て中の

親の心の支えになることがあります。「見守っている

よ」「一緒に解決していきましょう」という周囲の人

の温かい気持ちは、子育てに悩む親を安心させます。

私たちの住む地域が、そのような気持ちを持つ人で

いっぱいになるといいですね。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～
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図書館
　だより

▪一般書　

『性格の科学』 日経ナショナルジオグラフィック社

『古墳空中探訪 奈良編』『古墳空中探訪 列島編』

 梅原　章一／著

『アクリル毛糸で編むエコモップとエコタワシ』

 ブティック社

▪児童書

『失敗図鑑』 いろは出版／編著

『あべ弘士どうぶつクイズ教室』 あべ　弘士／著

『妖精のメロンパン』 斉藤　栄美／作

▪絵本

『とびますよ』

 内田　麟太郎／文、にしむら　あつこ／絵

『いっしょにおいでよ』 ホリー・M．マギー／文、 

 パスカル・ルメートル／絵

『ちっちゃいおおきいおんなのこ』

 クレア・キーン／さく

《問い合わせ》

　上野図書館　☎ 21-6868　ＦＡＸ 21-8999

　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122

　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291

　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154

　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175

　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

▪絵本

『ホットケーキのおうさま』

二宮　由紀子／文、朝倉　世界一／絵
　ホットケーキたちが集まって、ホットケーキの王

さまを決めることになりました。大きなホットケー

キ、真っ黒けのホットケーキ、フルーツたっぷりの

ホットケーキ…。だれが王さまになるのかな？

▪一般書　

『しかけ絵本　別冊太陽』

平凡社
　しかけが飛び出したり、切り抜きが施されていた

り、本が変形したり…?! 定番から最先端まで、大人

も驚くしかけ絵本の数々を紹介する一冊です。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30 分～１時間程度）

７月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

10 日㈫ 10：30 ～
阿山図書室 読み聞かせの会（はあと & はあと）

大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

11 日㈬ 10：30 ～ いがまち図書室 ミニサロンひまわり

14 日㈯ 10：30 ～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

15 日㈰
10：30 ～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと & はあと）

15：00 ～ 青山公民館 おはなしなあに？

18 日㈬
10：30 ～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

14：30 ～ 島ヶ原老人福祉センター清流 読み聞かせ会（ネェよんで）

20 日㈮
10：00 ～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

10：30 ～ 上野図書館 絵本と音のカーニバル（Twinkle）

25 日㈬ 10：30 ～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

27 日㈮ 11：30 ～ 青山図書室 おとなカフェ

28 日㈯
10：00 ～ いがまち図書室 読み聞かせ会（ぶらんこ）

10：30 ～ 上野図書館 おはなしの会

8/1 日㈬ 10：30 ～ 青山子育て支援センター あかちゃん こんにちは（だっこ）

8/7 日㈫
10：30 ～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

10：30 ～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと & はあと）

【と　き】7 月 20 日㈮

　午後６時～７時 30 分

【ところ】上野図書館　２階視聴覚室

【テーマ】田
た

中
なか

善
ぜん

助
すけ

翁の仕事

　上野図書館で、除籍した本や雑誌をおゆず

りします。予約や書名の案内はできません。

　なくなり次第終了します。

【と　き】7 月 7 日㈯・8 日㈰

　両日とも午前 10 時～午後 4 時 30 分

【ところ】上野図書館　２階視聴覚室

【と　き】7 月 27 日㈮

　①午後２時～（子ども向け）

　②午後３時～（大人向け）

【ところ】上野図書館　２階視聴覚室

【語り手】津おはなしの会「マザー・グース」

今月の「郷土の歴史夜咄会」

廃棄図書・雑誌をゆずります

ストーリーテリングによるおはなし会
　　ワクワク！ドキドキ！

　　　　　　　　　想像の世界を楽しみましょう。
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◦伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科

【所在地】　上野桑町 1615 番地　☎ 22-9990

【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11 時

　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11 時

※受付は、診療終了時刻の 30 分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関については、次にお問い合わせ
ください。救急医療情報センター コールセンター（☎ 059-229-1199）

◦伊賀市救急・

健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24 時

間体制でお応えします。

※通話料・相談料は無料です。

7 月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5 時～翌日午前 8 時 45 分

土・日・祝日：午前 8 時 45 分～翌日午前 8 時 45 分

≪実施時間帯（岡波総合病院）≫

月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日

午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45 分

※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時 45 分

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡

が必要です。

　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】

　【名張市立病院（☎ 61-1100）】

　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◦各病院の受け入れ体制

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。

※二次救急（重症）の人が対象です。

日 月 火 水 木 金 土
1

　名張

2

　岡波

3

　名張

4

岡波・名張

5

　名張

6

　上野

7

　上野
8

　岡波

9

　岡波

10　

　上野

11

岡波・名張

12

　名張

13

　上野

14

　名張
15

　名張

16

　岡波

17

　名張

18

岡波・名張

19

　名張

20

　上野

21

　上野
22

　岡波

23

　岡波

24

　上野

25

岡波・名張

26

　名張

27

　上野

28

　上野
29

　名張

30

　岡波

31

　上野
＊小児科以外の診療科です。
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せ
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ま
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募
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コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

　

情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　しがらき火まつり

は、焼き物作りや生活

に欠かせない火に感謝

し、安全を祈る祭りで

す。約 700 人が愛宕

山山頂の神社へ松明を

奉納します。

【と　き】　7 月 28 日㈯

【ところ】　甲賀市信楽地域市民センター周辺～新

宮神社～愛宕山

【アクセス】

○新名神高速道路「信楽 IC」から車で信楽方面

へ約 10 分

○信楽高原鐵道「信楽駅」下車すぐ

【問い合わせ】

　陶都・信楽まつり実行委員会火まつり事務局

　☎ 0748-82-0873

しがらき火まつり

～燃え盛る炎が信楽を照らす～

亀山市亀山市

関宿 園夏まつり

～関宿の１年でもっとも熱い２日間～

　旧東海道関宿で、江戸

時代から続く夏の風物

詩。夜には、「関の山（そ

こまでが精いっぱい）」の

語源とも言われる 4 台の

山
や ま

車が巡行します。

　そして、要所で繰り広げられる「舞台まわし」は、

関宿 園夏まつりならではの迫力があります。

　夏の夕べに華やかなひとときを過ごしてください。

【と　き】　7 月 21 日㈯～ 22 日㈰

※神
み

輿
こし

の渡
と

御
ぎょ

　21 日㈯、22 日㈰　午後 1 時～５時

※山車の巡行　21 日㈯　午後４時 30 分～ 10 時ごろ

　　　　　　　22 日㈰　午後 5 時～ 10 時ごろ

【ところ】　関宿街道沿い

【アクセス】　○ JR「関駅」より徒歩約 5 分

○名阪国道「関 IC」から車で約 5 分

※当日は交通規制が実施されます。

【問い合わせ】　関宿 園夏まつり実行委員会事務局

　（亀山市観光協会内）☎ 0595-97-8877
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伊
賀
地
方
で
は
旱か

ん

魃ば
つ

時
の
雨
乞
い
祈
願

や
祇
園
祭
に
災さ

い

疫え
き

を
祓は

ら

う
踊
り
と
し
て
、

多
く
の
地
域
で
か
ん
こ
踊
り
が
踊
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
伊
賀
の
か
ん
こ
踊
り
の
特
徴

と
し
て
は
、
「
順

じ
ゅ
ん
や
く逆

踊
」
と
い
う
独
特
な

曲
を
有
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
他

の
曲
が
、
小
歌
を
数
首
組
み
合
わ
せ
た
組

歌
形
式
を
取
る
の
に
対
し
、
歌
詞
や
太
鼓

の
拍
子
、
踊
り
方
が
異
な
る
特
殊
な
曲
で
、

一
節
ご
と
に
「
じ
ゅ
ん
や
く
や
」
と
い
う
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や

し子
詞う

た

が
挿
入
さ
れ
ま
す
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「
順
逆
踊
」
は
、
伊
賀
を
中
心
に
周
辺

地
域
に
も
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
伊
賀
を
起

点
に
伝で

ん

播ぱ

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
や
社
会
構
造

の
変
化
に
よ
り
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き

た
も
の
が
途
絶
え
て
し
ま
い
、
現
在
も
踊

り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
地
域
は
僅
か
と

な
っ
て
い
ま
す
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そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
比
自
岐
地
域
が

あ
り
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祇
園
祭
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
か
ら
続
く
も
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と
さ
れ
、
万ま
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延え
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（
１
８
６
０
）
年
の
歌
本
の
写
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が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
休
止
し
て
い
た
時
期
も
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り
ま
し
た
が
、
昭
和
51

（
１
９
７
６
）
年

に
比
自
岐
祇
園
踊
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、

以
降
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

比
自
岐
神
社
の
祇
園
祭
は
、
踊
と
花
ト

リ
か
ら
な
り
、
踊
り
は
小
学
生
の
踊
り
子
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数
人
が
、
歌
・
貝
の
拍
子
に
合
わ
せ
て
拝

殿
前
に
据
え
ら
れ
た
二
基
の
大
太
鼓
を
打

ち
、
踊
り
子
の
父
親
が
歌
出
し
を
務
め
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す
。
歌
出
し
の
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装
は
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笠
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上
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、
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現
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き

踊
」
・

「
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ん
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ち

踊
」
・
「
こ
じ
ん
や
く
踊
」
・
「
よ
め

ご
踊
」
・
「
か
た
び
ら
踊
」
の
５
曲
が
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
踊
り
の
後
に
行
わ
れ
る
花
ト
リ

で
は
、
「
ほ
う
ろ
う
竹
」
や
「
芯
花
」
を

氏
子
が
取
り
合
い
ま
す
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踊
り
だ
け
で
な
く
花
ト
リ
ま
で
の
一
連

の
行
事
が
貴
重
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
４

（
１
９
９
２
）
年
５
月
27

日
に
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
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本
年
は
７
月
22

日
㈰
に
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
伊
賀
に
伝
わ
る
数
少
な
い
民
俗
行

事
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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☎
47

・
１
２
８
５　

ＦＡＡ
47

・
１
２
９
０

病気
にな
りに
くい

カラ
ダを
作る

健康
レシ
ピ

材料（２人分）
モロヘイヤ………………………………… 100 ｇ
トマト……………………………………… 100 ｇ
挽き割り納豆……………………………… 40 ｇ
木綿豆腐…………………………… 300ｇ（1 丁）
ツナ…………………………………… 70ｇ（１缶）
オリーブオイル………………………… 小さじ 2
麺つゆ…………………………… 大さじ２と 1/2
黒こしょう…………………………………… 少々

１．モロヘイヤは水で洗い、硬い茎の部分を切り落
として 30 秒茹でる。ざるにあげたらお湯を切
り、細かく刻む。

２．トマトは 1cm 角に切る。挽き割り納豆は、よ
く混ぜておく。

３．豆腐は適当な大きさに切り、水を切って、盛り
付ける。

４．3 の上に、1、2、ツナを盛り付け、オリーブ
オイルと麺つゆ、黒こしょうをかける。

（１人分：エネルギー　320kcal、塩分　1.2g

　　　　  たんぱく質 22.6 ｇ、食物繊維 5.2 ｇ）

モロヘイヤの
　　ネバネバ冷奴

　モロヘイヤは、ビタミン、ミネラルのほか、食物繊
維を多く含み栄養価が高い食品です。葉を刻むと粘り
が出る特徴があり、この粘りのもととなる食物繊維は
糖の吸収を遅らせ、血糖値の上昇を抑える働きがあり、
糖尿病、肥満予防に効果があります。今回は、低カロ
リー、高たんぱくな豆腐と組み合わせました。

上野総合市民病院 管理栄養士によるレシピです。

モロヘイヤのネバネバ冷奴

とうもろこしごはん

ナスのそぼろあん オレンジ

食物繊維の働きで、高血糖予防

▼

比自岐神社の祇園祭

かぼちゃの
冷製スープ


